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第37回地盤工 学研究発表会を終え て

松 井 　 保 （まつ い た もつ ）

　 　大 阪 大 学 教授 　大学 院 コ「学研究科

1． は じ め に

　第37回 地 盤 工 学研究発表 会は ，関 西 支 部 と し て 担当

す る 4 回 目の 研究 発表会 で あ る が，地 元大 阪 市 内 で 開

催す る の は，1966年の 第 1 回研究 発表会以来，実 に 36

年 ぶ りの 開催 で あ る。実行委員会で は ， 関西 支部所属の

会 員 に よ り準備委員会 を 発足 させ ，開催場所の 決定，実

彳亅委員会の 組 織化 （表
一 1参照）を 行い ，具 休 的 な 実 施

計画を作成 し，7 月16〜18日の 人 阪 国 際会議場 （グ ラ ン

キ ュ
ーブ大阪） で の 開催 を冖指 した 。

　最終準備 を 大会前 日 の 7月 15日 に 行 っ た が ，折 り し

も 台 風 7 号 が 九 州南部 か ら 関 西 を 中 心 と して 人 会初 日

朝 に通過 す る との f報 で あ った た め ，実行委員の 方 々 に

は 16口 未明 ま で，初 凵の 行事変更あ る い は 中 止 も視野

に 入 れ て ，緊 張 した時間 を強 い る こ ととな っ た。幸 い に

も，台風 は 紀伊 半島南方 へ そ れ て 通過し，奇跡的 に晴大

下 で 本研 究 発 表会 を 開催 す る こ とが で きた 。

2． 実行 委員会の 企画

　本研究発表会 を関西 で 開 催す る に あた り，以 下 の よ う

な 点 に も配慮 す る こ とが 重要で ある と考 え，企 画 を 立案

し た 。

　  2005年 9 月 に 国際地盤 工 学会議 が 大 阪 園際会議

　　　場で 開催 さ れ る予 定で ある。

　  上 記会議 を 意識 し，出来 る だ け 国 際性 に 富む 行事

　　　 を開催 す る。

　  逆風 の 社会情勢で あ る が ゆ え に，本研 究 発 表会行

　　　事に お い て，参加 者 の ニ
ーズ をで きるだ け 反映す

　　　る とともに，地盤工 学
・地 域 の 活性 化 に つ なが る

　　　諸行事を 企画 す る。

　偶然 に も，今回 の 研究 発表会 を 機 に，従 来の 発表講演

集 が CD −ROM 化 さ れ，従来 とは 全 く異 な る会 議運 営 方

法 とな る こ と，2001年度 に 新 し く選任 さ れ た ヴ ァ ン
・

イソ ペ （van 　Impe ）国 際地盤工 学会会長お よ び テ イ ラー

（Tayor ）事務局長 が，2005年会議の 準備状況 の 視察 も

兼ね て，本研究発表会期中 に 来 口 さ れ る機会 に，国 際講

演会 を開催 す る こ と ， お よび ア ジ ア 地域 を 対象 と した 国

際デ ィ ス カ ッ シ ョ ン セ ッ シ ョ ン を 開催す る こ とな ど，今

回 の 研究発表会か ら新 し くス タ
ー

トす る，国際性 に も配

慮 し た 諸行事の 内容が 決 ま っ た。

　地盤 工 学
・地 域 の 活 性 化 に つ い て は，『あ す の く ら し

を支 え る地盤工 学 【防 災 ・
環境

・
関 西 の 歴史 と未来】』

と して，一
般 市 民 に も訴 え る こ との で きる大会キ ャ ッ チ

フ レ
ーズ （テ

ー
マ ）を採 用 す る と と もに，こ の コ ン セ ブ

2

トに 即した シン ボ ル マ ーク （ロ 絵写 真 　1参照）を 作成

した。開催会場 で は大規模な展示 ス ペ ー
ス が あ るた め，

技術展示参加 を 幅広 くお 願 い した と こ ろ，119ブー
ス の

参 加 申 し込 み が あ り，最終的 に は 参加 断念を お願 い した

機関もあ っ た 。 ま た，こ れ を機に，関酉 だ け で な く，幅

広い 会 員 へ の サ
ービ ス も意識 して ， 新 しい 企 画 で あ る イ

ン ターネ ッ ト展示 も実施 し，54ブー
ス が 出展 され た 。

　ま た，地 球温暖化問題 に 関 す る特別講演，名称
一

新の

交流会，4 コ
ー

ス か らな る 見 学 会，ビ デ オ 上 映 な ど，参

加 者 の ニ
ー

ズ に対応 した 非常 に 充実 した 研究 発表会の 行

事内容を 企 画す る こ とが で きたと考 え て い る。

3． 研究発表 会の開催状況

　木研究発表会に は，ユ220編 の 論文発表 が あ り，第 1

回 研 究発表会 に お け る45編 の 実 に 27倍 もの 発展 ぶ りで

あ っ た 。 参加登 録者数 は 当 日参加申込者 も含め ， 2174

名で あ り，近年 の 研究発表会 に比 べ て も遜色の ない 結果

とな っ た。研 究 発 表会 場 を 1 つ の 建物 に 集約で きた結果 ，

3 日間実施 し た 各研究 発表 会 セ ッ シ ョ ン へ の 延べ 参加 人

数 が 8000名 を超 え る盛況ぶ りで あ っ た。

　技術展示 コ
ーナーは ， 多 くの 出展 者 を 得た こ と，また

出展者の 交 流や 入場者へ の サ ービ ス も考 えた 屋 台 や ド リ

ン ク コ
ー

ナ
ーな どの 多 くの 企 画 が 非 常 に好評 で あ り，大

会 3 日間 を通 じて 約7000 名 もの 入 場 者を 記 録 した。ま

た ，イン タ
ーネ ッ ト展示 コ ーナーも大 きな興味を持 た れ

た よ うで，地 盤 「学会 の ホ ー
ム ペ ージ に 掲載 し た こ の

コ
ー

ナ
ー

に 非常 に 多 くの ア ク セ ス があ っ た。

　特別 講 演 （浅岡 美恵氏）は 温暖 化 に よ る地 球 環 境 問 題

に 関す る時機 を得 た 講演 テ
ー

マ で あ り，一
般参加者 80

名を含め約 700名 とい う，多数の 参 加 者 を 得 る こ と とな

っ た。ま た，今大 会か ら懇親会を交流会へ と名称変夏 し

て 開 催 した が ，総勢641 名の 参加 者 を得て ，ア ン サ ン ブ

ル シ ヴ ィ ル の 端麗 な 演奏 と あわ せ て ，本大会を 象徴す る

盛会で あっ た。

　見学会 は，定 員40名 で 締 め 切 っ た 見学 コ
ー

ス もあ る

な ど，各コ
ー

ス と も ア ソ ケートで好意的な回 答を得 て お

り，関 西 の 地 盤 工 学 を理 解 して も ら うた め に も 良 い 企 画

で あ っ た。また，ビ デ オ 上 映 で も大会 キ ャ ッ チ フ レ
ーズ

に即 した 内容の ビ デオ を30本上 映 し，好評 を得た 。

　以上 の 本部主 催行 骭の ほ か に，関 西 支部 に よ るア ジ ア

地 域 留 学 生 の交流 を 目的 と した，ア ジア ジ オ テ ク 交流会

（約30名参加 ） が 大 会 初 日に 開催 され る な ど，多彩な 行

事が 行わ れ た。

土 と基礎，50− 12 （S39）
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4．　 お わ り に

　以上 に述 べ た 諸行事の 企 画
・
実施 に 際し

て は，実行委員会委員 各位，担当部 会 の 多

くの 委員，お よび 本部 を は じめ とす る 関係

各 位に は 大 変 な 努力を して い た だ い た。誌

面 を お 借 り して こ こ に 厚 くお礼 を 中 し上 げ

ます。

　 な お ， 冒頭 に 述 べ た よ うに ， 大阪で の 開

催 は 実 に 36年振 りで あ り，交流 会 に お け

る 閉 会挨 拶 は 関 西 支 部 長 の 星 野鐘雄 氏 に お

願 い し た が，壇 Eで の 万 歳 三 唱 に は ，第 1

回 研 究．発表会開催峙 の 関西．攴部長 で あ っ た

調 強氏 に も，90歳 を超 え られ た とは思

え ぬ尢 ．気な 声 で ご唱 和 い た だ い た。こ れ ま

で の 地 盤工 学研究発表会の 成長 を 感 じる と

と もに，将来へ の ま す ま す の 発展 を 期待 す

る 次第で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　〔原 稿受理 　2002．9．18〕

表
一1　 第37回 地 盤 丁．学 研 究 発 表 会の 実 行 委 員会組織 図

実 行 委 員 会

役　　割 氏　　名 所　　属 備　　 　考

実 行 委員長 松井　　保 大 阪大 学

委員兼幹乎長 田 中　泰雄 神戸大 学 総務部会長

委 員兼幹 笋 谷 本　 親 伯 大 阪大 学 研 究発 表 講演 部 会長

委 員兼 幹 事 1勾田　
．
徳 陣戸大 学 技 術展 示部 会長

委員兼幹事 岡　 二 「 生 京都大学 特別講演交流部会長

委員兼幹 jl 早 川　　清 、1掵 館 大学 行 事部会長

委 員兼幹事 佐 藤　忠 信 京 都大 学 則務部会長

委 員兼幹事
・卜田　和広 大 阪大 学 本縄調整部員

委 　 　 員 佐 野　 正 道 近 畿地 方 整備 局 〔前委 員　 横 lrl 耕 治）

委　 　員 小河　 保 之 六 阪府
．
蚕　　員 山口 　　昇 兵庫県

委　　員 五 卜嵐 英男 大阪市 （前委員　flll波　惇冫

委　　員 竹山　征治 神戸市

委　　員 牧浦　信
．・

日本道路公団 （前委員　 小川　篤生）

委　 　員 北 川　　信 本州四 国連絡橋公団

委　 　員 北 沢　 IE 彦 阪 神高速道 路 公 団

委　 　員 松本　正 毅 関西電力 

委　　 員 北村　八 則 大阪ガ ス   （前委 員　 巾島　
．・
夫）

委 　 　員 鎌 田　 敏 正 NTT

委　　員 池 出　 靖 忠 西 H本旅客 鉄道 

委　 　 員 林　 　 洋 介 関 西国 際 空港 
天　　　　　一屠　 　 　 貝 田 宮　 芳 彦 （社 〕日本 ⊥．木⊥ 業 協会 関西 支部 長

委　　員 朴　　慶智 （社）建設コンサ匹タンツ協会」丘畿攴剖；長 （前委 員　片瀬 　貴幻

委　　員 舟木　士 郎 関 西地質業協会埋 事艮

委　 　 員 星 野　 鐘 雄 （社 ｝地盤 ⊥ 学会 関 両支部 長

顧　 　 問 〔社 ，地 盤 工 学 会関 西 支 部顧 問会

運 営 幹 事 会 実行委員長 各部会長、木部調整部Pt．iよ び各部会幹事等で構成

総 務 部 会
役　 割 氏 　 　 名 所　 　 属

部会 長 田中　 泰 雄 神尸 大 学

幹　事 前川　 　 太   ニ ュ．一ジ ュッ ク

幹　 事 東 　 　祥 「 不動 建 設 

委　 員 小 田 　和広 大 阪大 学

委　員 河端　俊典 神戸 大学

委　 員 田割　 寧 之 大 阪府

委　 員 尾 山　 達 巳 大 阪市

委　 員 浜 III 信 彦 阪神 高 速道 路 公 「珂

委　 員 長 田　 文 博 西 口本 旅客 鉄 道 

委　 員 高橋　止 浩 京阪電気鉄道 

委　 員 岩元 　　L 販急電 鉄  

委　 員 蓮 輪 　賢 治   大林 組

委　 員 國富　和眞   碍池組

委　員 浅田　承 扶 不動建設  

委　 員 大 本　 　 修 パシフィ ソ殉 ンサルウンツ 

委　 員 李　　土太   建設捜術研究所

委　 員 本田　道識   H 建設計シビ ル

委　 員 曽根　照 八   二 コ．一ジ エ ツ ク

研 究発表 講 演部 会
役 　割 氏　 　 名 所　 　 属

部 会長 谷本 　親 伯 大 阪大 学

幹　 事 建 山　 知 山 京 音臥 学

幹 　 事 鍋島 　 康之 大 阪大 学

委　員 肖木　
一

男 大阪工 業大 学

委　員 芥川　 真
「．

神戸 大学

委　 員 大島　 昭彦 大 阪市 立大 学

委　 員 勝．見　 　武 京都 大学

委　 員 佐野 　郁 雄 大 阪産 業大学

委　員 出中　 　 誠
（財）地域 地 盤 環 境
研究 所

委　員 西形 　達明 関 西 大学

委　 員 久武 　勝 f呆 近畿 大 学

委　 員 「村 　 　衛 京都 大 学

委員 D1 「「崎　　了 大 阪大 学

靄 員 鋤 伊藤 　 　譲 摂南 大 学

委員 均 乾　　　徹 京都大学

委員 ∠1 加藤　正 司 神戸 た学

委 員 乙1 岸田　 　 潔 京都 大 学

委員 21 鳥居 　宣 之 神戸 た学

委 員 勃 曲　 　元 央 大 阪市 立 人学

委 員 勤 西 山　 　哲 京都 大 学

注 ） 1）前 委 員、2，当 1亅委 員

技 術 展示部 会
役　 割 氏 　 　名 所 　 　 属

部会 長 内日「　
．
徳 神戸 大 学

幹　 事 安藤 　 　進 鹿 島建 設  ．
幹 　 事 岡 井　 大八 大 阪ガ ス 

委　員 高木　正 広 近畿地 方整備局

委　員 藤村　正純 近 畿地 方整備局

委　 員 岡 崎　 安志 大 阪市

委　 員 甲 元　克明 阪神 高 速 道路 公 団

委　 員 長 谷川 靖 明 関 西電 々 

委　 員 湯 室　 和夫 鹿 島建 設 

委　 目 岡 本　尚 史   大林 組

委　 員 先 森　 昭 博   鴻池 組

委　 員 榊原　範明 人成建設 

委　員 村上　育了 鹿島建設 

委　 員 山 見　 晴 三 清 水建 設  ．
委　 員 榎 本　 雅 夫 基 礎地 盤 コン塀 タンツ 

委　員 高崎　廣明 現場計測 コン叫タント協会

委　員 八 谷　　誠 中央復建 ユン朔 仍 ツ 

委　 員 山 根　昭彦 現場計測コン鶴タント協会

委員 1丿辻　　宏佑 現場計測コンサllタント協会

注） 1）前委 員

特 別講 演 交流 部 会

役　割 氏　　名 所　　属

部会長 岡　二 二 生 亰都大学

幹　事 小 高　猛 司 京 都大 学

幹　 事 李 　 　圭 太   建 設技 術研究所

委　員 林　　正
一

近畿地方整備局

委　 貝 吉備　敏裕 大阪府

委　貝 太田 　　拡 大阪 市

委　 員 北 澤　俊彦 阪神 高 速道路 公 団

委 　 員 吉 叩　 信 之 神戸 大 学

委　 員 中村 圭二 郎 曲 凵本 旅客 鉄 道 

委　員 鎌閉　敏正 NTT
委　 員 三 皷　　晃 関西 電 丿丿 

委　員 劇尾　啓 司 鹿島建設 

委　員 F1下部史明 不動建 設 

委 a11 東本　 光 生 大 阪府

委 員 n 南荘　 　 淳 阪神 高 速道 路 公 団

注 ）1）前 委員

行 事 部 会

役　割 氏　　名 所　　属

部会長 早川　　清 立命館大学

幹　事 大河内正 博 大阪市

幹　事 高田　 佳彦 阪神高速道路公団

委　員 北川　 竜； 本州 四 国連絡 橋公団

委　員 輿田　 　粤 関 西国 際空港 

委　員 小原　和浩 阪神電気鉄 道 

委　員 宮阪　昌仁 南海電気鉄道 

委　 員 朝長 　 秀樹 近畿 冂本鉄 道 牒．
委 　員 長田　 文博 西 日本 旅客 鉄 道 

委　員 村雲 　敦司 東 洋建設 

委　 員 1祠村 　正典   奥村 組

委　 賢 本田　 周 ：   日建ソイ1円サーチ
委　員 今田　和犬   フ ジエンジ ニアFじグ

委 員 D 高谷 　 吉雄 人 阪市

委 員 P ．二宮 　 仁司 本州 四 国連 絡 橋 公団

委員 P 松井 　 光市 関 西国 際空港  

注 ） 1〕前 委員

財 務 部 会

役　割 氏　　名 所　　属

部会艮 佐藤　忠信 京都大学

幹　 事 長 屋　 淳 一 （財）地域 地盤 環境
研 究所

幹　事 中井　 卓巳   ア・．ス テ ソ ク東洋

委 員 Zl 濱 山　 耕
・

大 阪 ガ ス 

注） 2｝当目委員
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